
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告

第

八

集

一
九
八
四
年
三
月

福
岡
市
能
古
島
の

考

古

資

料

一、
は
じ
め
に

博
多
湾
に
浮
か
ぶ
小
島
能
古
島
。

ζ

の
島
の
考
古
学
的
知
見
は
、
同
じ
く
博

多
湾
頭
に
位
置
す
る
志
賀
島
ほ
ど
周
知
さ
れ
て
は
い
な
い
。

金
印
出
土
地
と
し
て
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
、
一
九
七
三
年
に
は
九
州
大
学
考

古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
金
印
出
土
推
定
地
の
発
掘
調
査
と
全
島
の
一
般
調
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
志
賀
島
に

L
札
、
能
古
島
の
考
古
資

料
は
一
九
五
七
年
に
三
野
章
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
弥
生
土
器
が
知
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
島
内
で
は
、
高
田
茂
贋
、
字
賀
紀
雄
、
久

保
田
耕
作
、
石
橋
潤
三
諸
氏
に
よ
る
資
料
の
収
集
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ

り
、
今
年
度
そ
れ
ら
の
一
部
が
当
館
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

「
漢
委
奴
国
王
」

こ
こ
で
は
そ
の
資
料
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
能
古
島
の
考
古
学
的
環
境
に
つ
い

て
概
観
し
た
い
。
な
お
、
昭
和
五
三
年
度
か
ら
継
続
実
施
し
て
い
る
福
岡
市
教

育
委
員
会
文
化
課
に
よ
る
市
内
の
文
化
財
分
布
調
査
で
は
、
逐
次
そ
の
成
果
が

刊
行
さ
れ
て
い
話
。
今
年
度
は
能
古
島
も
対
象
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果

塩

勝

矛リ

屋

を
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

一一、
能
古
島
の
歴
史
地
理
概
要
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地
理
と
歴
史

能
古
島
は
福
岡
市
西
区
に
属
し
、
博
多
湾
西
部
に
浮
か
ぶ
小
島
で
あ
る
。
東

西
一
・
三
回
、
南
北
三
・
一
回
、
面
積
三
・
九
三
同
の
南
北
に
長
い
島
で
、
南

部
の
浜
崎
か
ら
姪
浜
と
の
直
線
距
離
は
一
・
三
畑
、
西
部
の
白
鳥
崎
と
今
津
の

間
一
・
八
回
、
さ
ら
に
北
部
の
也
良
崎
か
ら
志
賀
島
ま
で
は
ニ
・
四
回
の
位
置

に
あ
る
。
島
の
地
形
は
卓
状
を
呈
し
、
南
側
は
比
較
的
緩
か
な
斜
面
を
な
す

が
、
北
側
か
ら
西
側
は
海
岸
部
か
ら
急
峻
な
崖
を
形
成
す
る
。
島
の
南
半
中
央

部
に
標
高
一
九
五

m
を
測
る
最
高
位
が
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
起
伏
を
見
せ
な
が

ら
平
坦
な
台
地
が
北
部
の
也
良
崎
ま
で
続
い
て
い
る
。
島
の
北
部
か
ら
中
央
部

に
か
け
て
は
花
闘
岩
・
三
郡
変
成
岩
類
が
基
盤
岩
と
な
り
、
そ
の
上
を
玄
武
岩

類
が
覆
っ
て
い
る
。
南
半
部
で
は
古
第
三
系
残
島
層
が
露
出
し
て
お
り
、
複
雑

な
地
質
構
造
を
示
し
て
い
る
。
沖
積
層
は
わ
ず
か
に
東
側
の
谷
部
と
南
側
に
見



ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
現
在
の
集
落
は
南
側
に
西
・
江
ノ
口
・
東
の
各
集
落
が

連
続
し
、
東
側
沖
積
地
に
北
浦
、
北
部
に
大
泊
が
あ
り
、
港
は
南
側
だ
け
に
形

成
さ
れ
て
い
る
。
沖
積
地
と
そ
の
周
辺
で
は
水
田
や
畑
地
、
斜
面
部
か
ら
頂
部

平
坦
面
は
山
林
、
畑
、
果
樹
園
と
し
て
土
地
利
用
さ
れ
、
島
の
経
済
基
盤
は
近

郊
農
業
を
主
と
し
た
半
農
半
漁
と
い
え
る
。

能
古
島
の
と
の
よ
う
な
環
境
は
、

と
の
島
の
歴
史
が
弥
生
時
代
以
来
の
わ
が

国
の
歴
史
の
節
々
で
、
大
陸
と
の
交
渉
の
門
戸
と
し
て
頻
繁
に
登
場
す
る
博
多

湾
沿
岸
平
野
部
の
動
向
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
思
わ
せ
る
。
実

際
、
断
片
的
に
残
る
文
献
史
料
は
、
十
分
に
こ
の
乙
と
を
物
語
っ
て
く
れ
る
。

そ
の
中
で
能
古
島
を
歴
史
の
舞
台
へ
初
め
て
登
場
さ
せ
る
の
は
『
万
葉
集
』
で

あ
る
。
『
万
葉
集
巻
十
六
』
に
は
、
神
亀
年
間
〈
七
二
四
l
七
二
八
)
に
起
き
た

志
賀
の
白
水
郎
荒
雄
の
遭
難
を
悼
む
歌
十
首
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
、

や

ら

さ

舎

も

り

沖
つ
烏
鴨
と
ふ
船
の
還
り
来
ば
也
良
の
崎
守
早
く
告
げ
と
そ

や

ら

た

き

と

沖
つ
鳥
鴨
と
ふ
船
は
也
良
の
崎
廻
み
て
遭
ぎ
来
と
聞
え
来
ぬ
か
も

と
い
う
こ
首
が
あ
る
。

乙
れ
ら
は
、
文
献
へ
の
能
古
島
の
初
登
場
を
示
す
と
同
時
に
、
『
日
本
書
記
』

さ
き
も
り
す
す
み

の
天
智
天
皇
三
年
(
六
六
四
)
、
対
馬
、
壱
岐
、
筑
紫
へ
の
防
人
と
燥
の
配
置
と

い
う
記
事
に
見
え
る
筑
紫
国
の
配
置
場
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
乙
と
を
推
測
さ
せ

る
。
さ
ら
に
『
万
葉
集
巻
十
五
』
に
は
、
天
平
八
年
(
七
三
六
)
の
遣
新
羅
使
一

行
が
現
在
の
唐
泊
に
碇
泊
し
て
い
た
時
詠
ん
だ
歌
六
首
が
あ
り
、

そ
の
・
中
に
ノ

コ
の
地
名
の
初
現
を
見
る
。

か
ら
ど
ま
り
の
乙

韓
亭
能
許
の
浦
披
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

か

し

乙

の

と

と

ま

り

風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
恐
み
と
能
許
の
亭
に
あ
ま
た
夜
そ
寝
る

す
な
わ
ち
、

の
二
首
で
あ
り
、

「
能
許
の
浦
」
と
は
博
多
湾
西
部
の
海
上
を
指
し
、

ー「

能

許
の
亭
」
は
唐
泊
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ
コ
の
地
名
は
平
安
前
期
の
承
和
十
四
年
(
八
四
七
)
に
慈
覚
大
師
が
記
し
た

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
「
博
太
の
西
南
能
挙
嶋
下
に
泊
般
す
」
に
も
見
え
、

さ
ら
に
十
世
紀
初
頭
の
『
延
喜
式
巻
二
八
』
兵
部
省
諸
国
馬
牛
牧
の
項
に
、

「
筑
前
国
能
臣
嶋
牛
牧
と
あ
り
、
平
安
期
に
お
け
る
能
古
島
は
筑
前
国
唯
一
の
牛

牧
地
で
あ
っ
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
永
久
四
年
(
一
一
一
六
)
に
成
立
し
た

三
善
為
康
編
の
『
朝
野
群
載
巻
二
十
』
に
は
、
寛
仁
三
年
(
一

O
一
九
)
の
万
伊

の
来
襲
に
つ
い
て
記
し
、
「
筑
前
国
那
珂
郡
能
古
島
」
(
傍
点
筆
者
)
に
万
伊
の
賊

が
上
陸
し
、

と
の
島
の
受
け
た
被
害
は
人
九
人
、
馬
四
四
頭
、
牛
二
九
頭
で
あ

っ
た
と
い
う
。
馬
の
被
害
が
多
い
乙
と
は
、
牛
牧
と
共
に
馬
牧
も
行
わ
れ
て
い
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た
と
と
を
思
わ
せ
る
。
鎌
倉
時
代
の
二
度
に
わ
た
る
元
定
に
お
い
て
も
、
能
古

島
は
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
安
の
役
(
一
二
八
一
)
で
は
、

『
八
幡
大
菩
薩
愚
童
訓
』
に
「
蒙
古
大
唐
之
舟
者
割
馬
ニ
ハ
不
寄
査
岐
之
嶋
ニ

着
自
其
宮
崎
之
前
成
能
古
志
賀
二
之
嶋
ソ
付
ニ
ケ
ル
」
と
あ
り
、
志
賀
島
と
共

に
能
古
島
に
も
元
軍
は
上
陸
し
た
と
思
わ
れ
る
。

乙
の
他
に
も
平
安
前
期
に

紀
貫
之
に
よ
っ
て
撰
せ
ら
れ
た
『
新
撰
和
歌
集
』
、
鎌
倉
初
期
の
順
徳
天
皇
著

に
な
る
『
八
雲
御
抄
』
、
鎌
倉
後
期
の
藤
原
長
清
の
撰
に
な
る
『
夫
木
和
歌

抄
』
、
さ
ら
に
は
室
町
時
代
五
山
文
学
の
代
表
的
詩
僧
で
あ
る
絶
海
中
津
の

『
蕉
堅
稿
』
な
ど
の
詩
歌
に
、
能
古
の
浦
・
の
ζ

の
浦
・
野
古
島
の
地
名
を
見

る
乙
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
の
島
の
歴
史
を
語
る
文
献
史
料

は
全
く
途
絶
え
て
い
る
。

能
古
島
が
「
残
島
浦
」
と
し
て
再
び
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
近
世
初
期
か
ら
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地びよ第 1図能古島の位置お

で
あ
る
。
そ
れ
は
博
多
湾
西
部
の

唐
泊
・
官
補
・
今
津
・
浜
崎
と
共

に
、
筑
前
五
ケ
浦
廻
船
の
主
要
な

根
拠
地
と
し
て
、
残
島
の
人
々
が

帆
船
で
全
国
の
海
を
駆
け
め
ぐ
っ

たτTこ
O~ 最

華も
々栄
しえ
くあ
葬る
と時

五伐
'コ」

たあ
五つ

ケ
浦
の
廻
船
業
も
、
明
治
初
期
に

は
完
全
に
そ
の
姿
を
消
す
。
そ
し

て
残
島
は
農
業
と
沿
岸
漁
業
を
生

業
と
す
る
残
島
村
と
な
り
、
昭
和
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一
六
年
に
福
岡
市
に
合
併
す
る
。

こ
の
よ
う
に
文
献
か
ら
見
た
能

古
島
の
歴
史
は
、
古
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
は
防
人
と
牛
馬
牧
の
島

で
あ
り
、
大
陸
渡
航
の
人
々
の
旅

愁
を
癒
す
風
待
ち
の
島
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
万
伊
や
元
の
襲

来
で
は
凌
辱
さ
れ
た
島
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
近
世
に
お
い
て
は
幕
藩

体
制
下
の
経
済
活
動
を
支
え
る
廻

船
業
の
基
地
と
し
て
栄
え
た
島
で

あ
っ
た
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。



そ
れ
で
は
文
献
史
料
で
は
知
り
得
な
い
遺
跡
や
考
古
資
料
は
、
島
に
ど
れ
程
残

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
能
古
島
の
遺
跡
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

能
古
島
の
遺
跡
〈
第
一
図
)

能
古
島
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
紹
介
は
、
す
で
に
述
べ
た
三
野
章

氏
の
報
告
、
高
田
茂
贋
氏
の
『
能
古
島
物
語
』
が
あ
る
だ
け
で
、
考
古
学
的
な

発
掘
調
査
の
記
録
は
皆
無
で
あ
る
。
今
回
、
当
館
に
採
集
資
料
が
寄
贈
・
寄
託

さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
筆
者
も
高
田
茂
贋
氏
の
御
案
内
に
よ
っ
て
現
地
を
何
度

か
踏
査
し
た
。
そ
の
踏
査
結
果
を
も
合
わ
せ
て
能
古
島
の
遺
跡
を
概
観
す
る
。

乙
の
島
の
先
土
器

t
縄
文
時
代
の
遺
物
は
、
島
の
南
端
斜
面
部
の
西
、
江
ノ

口
、
東
に
か
け
て
の
地
域
か
ら
集
中
的
に
採
集
さ
れ
て
い
る
。
特
に
江
ノ
口
周

辺
の
密
度
が
濃
く
、
次
項
で
紹
介
す
る
打
製
石
器
類
が
多
い
。
ま
た
、
島
の
北

部
の
也
良
崎
一
帯
か
ら
も
黒
曜
石
の
剥
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

弥
生
時
代
に
つ
い
て
は
、
三
野
氏
が
報
告
さ
れ
た
弥
生
土
器
が
島
の
西
南
端

部
の
磯
辺
公
園
に
隣
接
す
る
墓
地
の
断
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
現
地
は
海
岸

砂
洲
に
面
し
た
標
高
ニ

m
程
の
沖
積
低
台
地
で
あ
り
、
周
辺
は
削
平
を
受
け
た

と
考
え
ら
れ
、
畑
や
水
田
と
な
っ
て
い
る
。
畑
地
に
は
弥
生
土
器
片
の
散
布
が

認
め
ら
れ
、
城
ノ
越
式
の
聾
形
土
器
を
含
ん
で
い
る
。
弥
生
中
期
初
頭
の
時
期

に
は
形
成
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
り
、
西
遺
跡
と
呼
称
す
る
(
第
一
図

1
1
東
部
沖

積
地
の
北
浦
に
は
次
項
で
紹
介
す
る
弥
生
前
期
末
の
北
浦
遺
跡
が
あ
り
(
第
一

図
2
〉
、
能
古
島
で
最
も
遡
る
・
弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
弥
生
時
代
の
遺

跡
は
、
島
の
北
端
也
良
崎
の
地
に
も
認
め
ら
れ
、
太
形
蛤
刃
石
斧
、
扶
入
片
刃

石
斧
な
ど
が
集
中
的
に
採
集
さ
れ
て
い
る
(
第
一
図
3
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
時
期
決
定
の
手
が
か
り
と
な
る
土
器
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

乙
の
島
の
古
墳
は
、
南
半
部
の
早
田
に
二
基
の
円
墳
が
現
存
す
る
(
第
一
図

4
)
。
標
高
一
一
五

m
の
南
側
に
の
び
る
丘
陵
東
側
斜
面
に
占
地
し
、
東
西
一

い
ず
れ
も
両
袖
単
室
構
造
で
南
々
東
に
開
口
す

五

m
を
隔
て
て
築
造
さ
れ
、

る
。
現
状
で
は
実
測
調
査
が
不
可
能
な
状
態
で
正
確
な
規
模
と
構
造
は
不
明
で

あ
る
が
、
六
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
辺
に
他
の
古
墳
の

存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
十
分
に
そ
の
存
在
は
予
想
さ
れ
る
。
早
田
古

墳
群
の
ほ
か
に
、
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
小
平
谷
に
一
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
現
地
は
展
望
台
が
あ
る
能
古
島
最
高
位
か
ら
北
東
に
の
び
た

標
高
一
六
O
m
の
丘
陵
東
側
斜
面
で
あ
る
。
鬼
塚
と
呼
ば
れ
、
横
穴
式
石
室
の

円
墳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
ハ
年
の
開
墾
に
よ
っ
て
完
全
に
破
壊

を
受
け
て
お
り
、
現
地
で
は
古
墳
が
存
在
し
た
痕
跡
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
(
第
一
図

5
1
ま
た
、
島
の
東
南
部
、
永
福
寺
裏
手
の
標
高
コ
二
・
五

m
の

丘
陵
先
端
部
に
は
、
組
み
合
せ
式
箱
形
石
棺
一
基
が
現
存
す
る
(
第
一
図
6
)
。

昭
和
五
十
年
頃
、
能
古
島
中
学
校
生
徒
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
が
、
棺
内
か
ら

は
何
も
出
土
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
埋
め
戻
さ
れ
た
状
態
で
保
存
さ
れ

て
お
り
、
蓋
石
は
近
く
の
地
蔵
尊
の
礎
石
の
一
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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歴
史
時
代
以
降
の
遺
跡
で
は
、
北
浦
南
側
の
海
岸
に
面
し
て
突
出
す
る
丘
陵

先
端
部
に
北
浦
城
跡
が
あ
る
(
第
一
図
7
)
。
博
多
湾
を
一
望
す
る
標
高
二
ニ

m

の
正
陵
先
端
部
を
占
め
、
遺
構
と
し
て
は
丘
陵
を
南
北
に
切
る
幅
三

t
五
m
、

深
さ
約
三

m
の
空
濠
が
残
っ
て
い
る
。
伝
承
で
は
山
上
憶
良
あ
る
い
は
藤
原
純

友
の
臣
伊
賀
寿
太
郎
の
築
造
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
島
の

北
部
大
泊
に
は
歴
史
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
員
塚
が
あ
り
(
第
一
図
8
)
、

藩
政
時
代
に
鹿
狩
に
来
た
黒
田
の
殿
様
が
腰
を
下
ろ
し
て
弁
当
を
食
べ
た
と
い



う
伝
承
が
残
る
弁
当
岩
近
く
の
、
標
高
一

O
七
m
を
測
る
丘
陵
東
側
斜
面
の
断

面
に
認
め
ら
れ
る
。
里
道
拡
幅
に
よ
っ
て
生
じ
た
高
さ
約
一

m
の
断
面
に
、
長

さ
約
一
五

m
、
地
表
下
回
十

t
八
十
個
の
範
囲
で
サ
ザ
エ
や
ア
サ
リ
を
含
む
混

貝
土
層
が
あ
る
。
土
器
は
検
出
さ
れ
ず
に
時
期
は
今
の
と
乙
ろ
不
明
で
あ
る
。

同
道
の
高
田
氏
に
よ
れ
ば
、
乙
の
地
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降
で

あ
っ
て
近
世
以
前
の
記
録
は
無
い
と
い
う
ζ

と
で
あ
り
、
少
く
と
も
中
世
以
前

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
浦
集
落
か
ら
北
西
五
百

m
を
隔
て
た
浦
谷
に
、
宝

俵
印
塔
が
一
基
残
っ
て
い
る
(
第
一
図
9
)
。
鎌
倉
後
期

t
室
町
前
期
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
永
福
寺
遺
跡
に
近
接
し
た
場
所
に
、
能
古
焼
古
窯
跡
が
あ

る
(
第
一
図
叩
〉
。
埠
積
み
の
窯
で
天
井
部
は
す
で
に
崩
落
し
て
お
り
、
焼
成
室

は
六
室
が
確
認
で
き
る
。
周
辺
に
は
白
磁
類
の
散
布
が
認
め
ら
れ
、
乙
の
窯
で

は
磁
器
が
生
産
さ
れ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
能
古
焼
の
起
源
や

流
通
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、
近
世
筑
前
窯
業
史
の
面
か
ら
も
、

遺
構
の
保
存
の
面
か
ら
も
、
乙
の
窯
跡
の
正
式
な
発
掘
調
査
が
望
ま
れ
よ
う
。

近
世
の
遺
構
で
最
大
規
模
を
誇
り
、
最
も
著
名
な
の
が
鹿
垣
で
あ
る
。
黒
田
藩

の
鹿
狩
の
た
め
に
天
保
の
頃
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
島
の
南
半
部
の
北
浦
か

ら
白
鳥
に
か
け
て
、
高
さ
二

t
二
・
五

m
の
割
石
積
の
石
垣
が
延
長
二
回
に
わ

た
っ
て
連
続
す
る
(
第
一
図
日
)
。
ま
た
島
の
中
央
部
に
は
、
古
土
手
と
呼
ば
れ

て
い
る
東
西
に
走
る
土
塁
が
あ
る
。
牛
牧
に
伴
う
遺
構
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

築
造
時
期
や
性
格
は
不
明
で
あ
る
(
第
一
図
ロ
)
。

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
能
古
島
の
遺
跡
は
先
土
器
時
代
か
ら
近
世
ま
で
認

め
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
多
く
が
具
体
的
内
容
に
欠
け
て
お
り
、
島
の
歴
史

を
再
構
成
す
る
た
め
に
は
今
後
の
目
的
意
識
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

、

考
古
資
料

今
回
寄
贈
を
受
け
た
考
古
資
料
は
、
高
田
茂
贋
・
字
賀
紀
雄
氏
の
採
集
さ
れ

た
打
製
石
器
類
・
磨
製
石
斧
(
受
入
番
号
P
回
1
1
6
)
、
高
田
茂
庚
氏
所
蔵
の
北
浦

遺
跡
出
土
弥
生
土
器
・
砥
石
(
同

p
m
|乙
で
あ
る
。
寄
託
さ
れ
た
資
料
は
、

久
保
田
耕
作
氏
所
蔵
の
磨
製
石
斧
類
(
同
D
m
l
m
)
で
あ
る
。

打
製
石
器
(
第
二
図
・
図
版
一
)

打
製
石
器
は
細
石
刃
一
点
、
石
刃
一
点
、
石
錐
二
点
、
石
匙
一
点
、
石
鎌
一

八
点
の
ほ
か
、
剥
片
、
チ
ッ
プ
が
あ
る
。
採
集
地
は
能
古
島
の
ほ
ぼ
全
島
に
わ

た
る
。
特
に
集
中
し
て
採
集
さ
れ
る
の
は
、
早
田
、
江
ノ
口
、
北
浦
、
也
良
崎

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
の
採
集
地
点
が
不
明
な
た
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め
、
時
期
や
傾
向
の
分
析
は
不
可
能
で
あ
る
。
採
集
資
料
の
石
材
は
黒
曜
石
が

圧
倒
的
に
多
く
、

サ
ヌ
カ
イ
ト
や
チ
ャ
ー
ト
は
極
め
て
少
な
い
。
黒
曜
石
は
腰

岳
産
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
姫
島
や
針
尾
島
産
を
含
ん
で
い
る
。

細
石
刃
(
第
二
図
1
・
図
版
一
の
1
)

黒
曜
石
の
細
長
い
縦
長
剥
片
を
素

材
と
し
、
二
度
の
剥
離
加
工
を
施
し
て
断
面
低
三
角
形
を
呈
す
る
。
半
分
を
欠

損
し
、
現
長
九
・
六
棚
、
幅
六
・
三
棚
、
厚
さ
一
・
八
棚
を
測
る
。
刃
部
に
使
用

痕
を
残
す
。

黒
曜
石
の
縦
長
剥
片
を
素
材
と
し
、

断
面
は
横
長
の
台
形
状
を
呈
す
。
三
度
の
剥
離
で
形
成
し
、
端
部
に
調
整
剥
離

石
刃
(
第
二
図
2
・
図
版
一
の
2
)

が
行
わ
れ
、
刃
部
は
細
か
い
押
圧
剥
離
加
工
が
施
さ
れ
る
。
器
の
半
分
を
欠
損

し
て
お
り
、
現
長
三
一
・
一
棚
、
幅
二
二
・
一
棚
、
厚
さ
三
・
五
醐
を
測
る
。

石
錐
(
第
二
図
3
1
4
・
図
版
一
の

3
1
4
)

3
は
黒
曜
石
の
自
然
面
を
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残
す
不
定
形
剥
片
を
素
材
と
し
、
両
側
か
ら
数
回
の
剥
離
を
加

え
て
刃
部
を
作
出
す
る
。
長
さ
二
六
棚
、
幅
二
五
・
五
棚
、
厚

さ
九
捌
を
測
る
。

4
は
黒
曜
石
の
細
長
い
縦
長
剥
片
を
素
材
と

し
、
刃
部
は
両
面
か
ら
の
押
圧
剥
離
に
よ
る
入
念
な
加
工
が
施

さ
れ
て
い
る
。
長
さ
二
八
・
二
棚
、
幅
八
・
二
問
、
厚
さ

一
醐
を
測
る
。

石
匙
(
第
二
図
5
・
図
版
一
の

5
)

を
素
材
と
し
た
縦
型
石
匙
で
あ
り
、
器
の
片
面
と
下
半
部
を
欠

黒
曜
石
の
縦
長
剥
片

損
す
る
。
つ
ま
み
基
部
は
交
互
剥
離
に
よ
る
調
整
が
認
め
ら

れ
、
扶
り
お
よ
び
刃
部
は
片
面
か
ら
の
剥
離
に
よ
る
調
整
加
工

〆
施
さ
れ
る
。
現
長
二

O
皿
、
幅
一
五
・
二
時
厚
さ
三
回
を
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測
る
。石
鎌
(
第
二
図

6
t
m
・
図
版
一
の

6
1
m
)

寄
贈
を
受

け
た
石
鉱
は
破
片
を
含
め
て
一
八
点
あ
り
、

た
。
い
ず
れ
も
無
茎
族
で
あ
り
、
出
の
み
が
平
基
式
、
他
は
全

一
三
点
を
図
示
し

て
凹
基
式
で
あ
る
。
材
質
は
ロ
が
サ
ヌ
カ
イ
小
で
、
他
は
黒
隠

石
で
あ
る
。
凹
基
式
の
石
鍍
の
形
態
は
、
鍬
形
鍍
の
小
形
で
基

部
の
扶
り
が
深
い
も
の

(
6
1
7
)、
そ
れ
よ
り
や
や
大
形
の

も
の

(
8
t
9
)
、
ハ
ー
ト
形
を
呈
し
脚
が
極
端
に
長
い
も
の

(
叩
)
と
、
三
角
鍬
で
脚
が
短
か
い
も
の
(
日
)
、
脚
が
内
奇
気

味
に
聞
く
も
の
(
ロ
)
、
大
形
の
も
の
(
日
t
H
)
、
お
よ
び
挟

り
が
浅
い
も
の
(
日

1
日
)
な
ど
の
種
類
が
あ
る
(
表
1

)

0

乙
れ
ら
の
打
製
石
器
は
先
土
器
時
代
を
含
み
、
縄
文
時
代
の



各
時
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

北
浦
遺
跡
出
土
弥
生
土
器
・
砥
石
(
第
三
図

t
第
五
図
・
図
版
二

t
三
)

乙
れ
ら
の
資
料
は
、
昭
和
五
五
年
春
、
北
浦
字
丸
山
二
ハ
一
番
地
の
森
上
哲

彰
氏
宅
の
拡
張
工
事
の
際
に
出
土
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
り
、
他
に
も
土
器
片

が
あ
っ
た
と
い
う
。
現
地
は
北
浦
の
沖
積
谷
に
南
面
す
る
丘
陵
斜
面
の
標
高
七

m
の
地
点
で
あ
る
。
現
在
は
石
垣
が
築
か
れ
て
お
り
、
士
一
層
の
観
察
は
で
き
な

い
が
、
狭
い
範
囲
で
集
中
的
に
出
土
し
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

表

石
鉱
計
測
一
覧

7
印
は
復
元
推
定
値
)

語茎平

17 16 15 14 13 12 11 10 9 6 Ai. 

必， 11 11 11 λ， λ， 11 11 11 11 i 11 
基凹
式型

無茎

〆f 11 11 必， 〆r グ

形角 鍬形
形態

11 ノノ 11 ノノ λ， 

一
石黒曜
イサ 黒

材質11 11 11 11 11 トヌ 11 11 λV 11 I 11 
石隈
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弥
生
土
器
(
第
三
図

t
第
四
図
・
図
版
二
)

壷
形
土
器
三
点

(
1
1
2
、

7
)
、
窪
形
土
器
七
点

(
3
1
6
、

8
1
m
)
と
、
図
示
し
て
い
な
い
措
置
形
土

器
体
部
片
七
点
が
あ
る
。

壷
形
土
器

ー
は
肩
部
の
破
片
で
、

ヘ
ラ
状
施
文
具
に
よ
る
二
条
の
一
回
線
を

め
ぐ
ら
し
、

そ
の
聞
に
無
軸
羽
状
文
を
配
し
て
い
る
。
表
面
は
ヘ
ラ
研
磨
を
施

し
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
胎
土
に
細
か
い
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
は
や
や

良
好
、
器
面
は
黄
褐
色
を
呈
す
。

2
は
ー
よ
り
も
大
き
な
壷
形
土
器
の
肩
部
の

破
片
で
あ
る
。
頚
部
と
の
境
は
二
条
の
枕
線
で
画
し
、
肩
部
は
四
条
の
洗
線
の

聞
に
貝
殻
状
施
文
具
に
よ
る
羽
状
文
を
配
し
て
い
る
。
胎
土
、
焼
成
と
も
に
良

好
で
、
器
面
は
黄
赤
色
を
呈
す
。

7
は
大
型
の
査
形
土
器
底
部
の
破
片
で
、
復

元
底
径
は
一
四
・
四
?
ケ
』
測
る
。
焼
成
は
良
好
、
器
面
は
黄
赤
色
で
あ
る
。
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議
形
土
器

3
は
復
元
口
径
一
八
?
乞
測
る
小
型
の
体
部
破
片
で
あ
る
。
口

縁
部
は
如
意
形
と
な
り
端
部
を
丸
く
お
さ
め
る
。
体
部
は
膨
み
を
つ
く
ら
ず
直

線
的
に
す
ぼ
ま
っ
て
い
る
。
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
で
あ
り
、
内
面
は
粗
雑

で
あ
る
。
胎
土
に
砂
粒
を
多
く
含
み
、
焼
成
は
普
通
、
器
面
は
灰
褐
色
を
呈
す

る
0

4
は
鉢
形
土
器
に
近
い
形
態
を
示
し
、
復
元
口
径
は
二
八
?
伊
)
測
る
。
口

辺
部
は
逆

L
字
形
に
近
く
外
反
し
、

口
縁
端
部
下
半
に
細
か
い
刻
目
を
連
続
す

る
。
外
面
は
縦
方
向
の
粗
い
ハ
ケ
目
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
胎
土
に
粗

い
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
は
普
通
、
器
面
は
灰
褐
色
を
呈
す
。

5
t
6
は
同
一
型

式
の
蜜
形
土
器
で
あ
り
、
断
面
三
角
形
の
貼
り
付
け
口
縁
に
刻
目
を
施
し
、
口

辺
部
下
に
刻
目
突
帯
を
め
ぐ
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

5
は
復
元
口
径
二
四
・
四

?
乞
測
り
、
外
面
は
細
か
い
ハ
ケ
目
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
さ
れ
、
焼
成
は
堅
級

で
あ
る
。
内
面
は
黄
褐
色
、
外
面
は
黒
禍
色
を
呈
す
。
6
は
復
元
口
径
一
八
・
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四
?
乞
測
り
、

5
に
比
べ
て
突
帯
も
刻
目
も
大
き
い
。
器
面
は
磨
滅
し
て
お

り
、
暗
い
黄
褐
色
を
呈
す
。

8

1
叩
は
底
部
の
破
片
で
あ
る
。

8
は
細
味
で
身

厚
の
上
げ
底
を
呈
し
、

5
1
6
と
同
一
型
式
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
底
径
は

七
・
二
個
を
測
り
、
外
面
は
ハ
ケ
目
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
焼
成
は
良

好
で
、
器
面
は
黄
禍
色
で
あ
る
。

9
は
復
元
底
径
八
・
八
?
乞
測
り
、
体
部
は

直
線
的
に
外
聞
す
る
。
胎
土
は
粗
く
焼
成
も
不
良
で
あ
り
、
器
面
の
磨
滅
が
著

し
い
。
叩
は
底
径
六
・
九
叩
の
底
部
か
ら
内
・
湾
気
味
に
体
部
が
立
ち
上
が
る
も

の
で
、

口
縁
部
は
如
意
形
を
呈
す
と
考
え
ら
れ
る
。
外
面
は
細
か
い
ハ
ケ
目
、

内
面
は
ナ
デ
調
整
さ
れ
、
焼
成
は
堅
歓
で
あ
り
、
器
面
は
黄
灰
褐
色
を
呈
す
。

こ
れ
ら
の
弥
生
土
器
は
、
板
付
E
式
お
よ
び
亀
ノ
甲
タ
イ
プ
の
範
鴎
に
入
る

も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
土
器
か
ら
知
ら
れ
る
北
浦
遺
跡
の
営
ま
れ
た
時
期

- 65ー

は
、
弥
生
時
代
前
期
末
頃
と
さ
れ
よ
う
。

砥
石
(
第
五
図
・
図
版
一
二
)
砥
石
は
二
点
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
一
地
点
の
出

土
品
で
あ
り
、

乙
れ
ま
で
述
べ
た
弥
生
土
器
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ー
は
赤
紫
色
の
縞
状
の
斑
が
入
る
砂
岩
を
加
工
し
た
も
の
で
、
両
端
を
欠
損

す
る
。
全
部
で
八
面
の
砥
ぎ
面
を
有
し
て
お
り
、
断
面
も
不
整
八
角
形
と
な
っ

て
い
る
。
砥
ぎ
面
は
最
大
幅
二
・
五
個
、
最
小
幅

0
・
九
四
の
間
に
あ
り
、
面

は
や
や
凹
む
が
概
し
て
平
坦
で
あ
る
。
現
長
九
・
四
畑
、
最
大
径
四
・
九
四
、

最
小
径
四
・
五
?
ケ
』
測
る
。

2
は
黄
色
の
斑
を
も
っ
白
色
砂
岩
製
で
、
部
分
的
に
破
損
し
て
い
る
も
の
の

全
体
は
完
形
で
あ
る
。

一
端
が
や
や
末
広
が
り
に
な
る
断
面
方
形
の
角
材
を
使

用
し
て
砥
石
と
な
し
て
い
る
。
連
続
す
る
こ
側
面
に
幅
広
の
平
坦
な
砥
ぎ
面
を

作
る
以
外
は
、
他
の
側
面
は
狭
い
溝
状
の
砥
ぎ
面
と
な
っ
て
お
り
、
平
坦
砥
ぎ
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面
二
、
溝
状
砥

ぎ
面
十
と
な
っ

て
い
る
。
長
さ

一
一
一
・
一
ニ
叩
、

最
大
幅
七
・
一

?
ケ
』
測
る
。
こ

の
砥
石
は
玉
砥

北浦遺跡出土砥石(縮尺Ys)

石
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

磨
製
石
斧

(
第
六
図

t
第

七
図
・
図
版
三

ー
四
)
磨
製
石
斧
は

第5図

全
部
で
七
点
あ

り
、
第
六
図
l

が
島
の
南
半
部

の
早
田
古
墳
群

付
近
か
ら
採
集

さ
れ
た
高
田
茂

贋
氏
寄
贈
品
、

他
は
島
の
北
端

也
良
崎
の
ア
イ
ラ
ン
ド
パ

l
ク
敷
地
内
で
採
集
さ
れ
た
久
保
田
耕
作
氏
寄
託
品

で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
記
述
の
部
分
名
称
は
佐
原
真
氏
の
定
義
を
用
い
る
。

両
刃
石
斧
(
第
六
図
l
t
6
)

ー
は
蛇
紋
岩
の
自
然
円
礁
を
素
材
と
し
、

全
体
を
研
磨
調
整
し
て
石
斧
を
つ
く
る
。
平
面
形
は
長
楕
円
形
に
近
く
、
刃
部

は
蛤
刃
(
凸
刃
)
、
基
端
部
は
丸
味
を
有
し
て
い
る
。
長
さ
一
一
・
九
畑
、
幅

四
・
九
畑
、

刃
長
三
・
八
四
、
厚
さ
二
・
六
四
、
重
さ
二
四
五

g
を
測
る
。
小

形
品
で
あ
り
模
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
2
は
蛇
紋
岩
製
の
蛤
刃
石

斧
で
、
器
面
は
風
化
し
白
色
を
呈
す
。
基
部
は
や
や
平
坦
で
あ
り
、
側
縁
は
狭

く
平
ら
で
あ
る
。
刃
部
は
鏑
を
つ
く
ら
ず
、
刃
縁
の
カ
l
プ
も
小
さ
い
。
基
端

面
は
丸
味
を
も
た
ず
幅
が
狭
く
平
坦
で
あ
る
。
長
さ
一
九
・
八
冊
、
厚
さ
三
・

刃
長
六
・
五
咽
、
重
さ
六
五

O
gを
測
る
。

3
は
玄
武
岩
製
の
太
形
蛤

三
叩
、

- 66ー

刃
石
斧
で
あ
る
。
刃
部
は
鏑
が
無
く
、
刃
縁
は
中
心
部
分
が
直
刃
に
近
い
円
刃

で
あ
る
。
刃
縁
部
中
央
に
は
斜
角
度
の
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
両
側
縁
部
に

敵
打
面
を
残
し
、
両
主
面
下
半
部
は
良
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
二
二
・
四

叩
、
厚
さ
四
・
二
畑
、
幅
七
・

O
畑
、
刃
長
六
・
四
個
、
重
さ
一
一
一
二

g
を

測
る
。

4
は
玄
武
岩
製
太
形
蛤
刃
石
斧
で
、
基
部
上
半
部
を
欠
損
す
る
。
刃
部

に
は
鏑
が
あ
り
、
刃
縁
の
カ
l
ブ
は
小
さ
い
。
刃
と
直
角
方
向
の
使
用
痕
が
認

め
ら
れ
る
。
両
側
縁
は
敵
打
で
仕
上
げ
て
い
る
。
現
長
一

0
・
0
個
、
厚
さ
三
・

六
個
、
幅
七
・
六
畑
、
刃
長
六
・
九
?
乞
測
る
。

5
は
玄
武
岩
製
石
斧
の
未
製

品
で
あ
り
、
敵
打
段
階
で
刃
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
長
さ
一
四
・
三
個
、
厚
さ

四
・
五
畑
、
幅
六
・
八
?
乞
測
る
。

6
も
玄
武
岩
製
の
石
斧
で
、
基
部
を
欠
損

す
る
。
刃
縁
は
カ

l
ブ
が
大
き
く
、

刃
面
は
相
称
に
近
い
。
現
長
七
・

O
個、

厚
さ
三
・
五
四
、
刃
長
六
・
六
?
乞
測
る
。
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扶
入
片
刃
石
斧
(
第
七
図
・
図
版
四
の

7
〉

粘
板
岩
の
角
礁
を
用
い
、
平

坦
な
自
然
剥
離
面
を
一
側
面
に
し
て
全
面
の
研
磨
に
よ
り
片
刃
石
斧
を
作
曲
し

て
い
る
。
刃
面
の
傾
斜
角
度
は
約
四

O
度
で
あ
り
、
両
面
に
使
用
痕
が
認
め
ら

れ
る
。
扶
り
は
片
刃
面
と
反
対
の
主
面
上
位
に
、
両
側
面
か
ら
の
敵
打
で
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
基
端
は
丸
味
を
有
し
、
刃
の
方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
。
長
さ
ニ

四・

O
個
、
厚
さ
五
・
一
個
、
幅
三
・
六
回
、
刃
長
ニ
・
六
四
を
測
る
。

乙
れ
ら
の
石
斧
の
中
で
、

-
t
2は
縄
文
時
代
、
他
は
弥
生
時
代
に
属
す
る

が
、
具
体
的
な
時
期
決
定
は
不
明
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

能
古
島
採
集
の
考
古
資
料
が
今
年
度
当
館
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
の
を
機
会

に
、
そ
の
紹
介
と
共
に
能
古
島
の
歴
史
的
環
境
に
も
若
干
ふ
れ
て
み
た
。
文
献

史
料
か
ら
推
測
で
き
る
と
の
島
の
歴
史
は
確
か
に
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
そ
の
内
容
を
豊
富
か
つ
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
考
古
学
的
な
調
査
と
方
法

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
乙
乙
に
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
島
内
に
は
少
な
か
ら
ず
考

古
資
料
が
収
集
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
目
的
意
識
的
な
発
掘
調
査
の
先
駆
け
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
紹
介
の
機
会
を
別
途
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
当
つ
て
は
、
高
田
茂
贋
、
佐
々
木
哲
哉
、
井
沢
洋

一
、
池
崎
譲
二
、
田
中
寿
夫
、
小
畑
弘
己
、
渡
辺
和
子
諸
氏
の
御
教
示
と
御
助

言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

註

(
1
〉
金
印
遺
跡
調
査
団
志
賀
島

究
一
九
七
五
福
岡
。

〈

2
〉
三
野
章
福
岡
市
能
古
島
の
須
玖
式
土
器

問。

(
3
〉
福
岡
市
教
育
委
員
会
福
岡
市
文
化
財
分
布
地
図
(
西
部
I
、
中
部
・
南
部
、
東

部
I
、
西
部
E
、
東
部
E
〉
一
九
七
九
i
一
九
八
三
福
岡
。

(

4

)

九
州
大
学
教
養
部
地
学
教
室
能
古
島
地
質
図
福
岡
市
史
別
巻
町
拘
ぺ

1
ジ

一
九
六
八
福
岡
。

(
5
〉
吉
川
弘
文
館
発
行
の
国
史
大
系
版
に
よ
る
。
但
し
、
伊
藤
常
足
の
『
太
宰
管
内

誌
』
や
吉
田
東
伍
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
な
ど
、
『
延
喜
式
』
を
引
用
し
た
全

て
の
著
書
は
「
能
巨
島
」
と
し
て
い
る
。

(

6

)

高
田
茂
虞
筑
前
五
ケ
浦
廻
船
一
九
七
六
福
岡
。

(

7

)

高
田
茂
庚
能
古
島
物
語
能
古
歴
史
研
究
会
一
九
七
一
福
岡
。

(
8
〉
佐
原
真
石
斧
論
|
検
斧
か
ら
縦
斧
へ

l

考
古
論
集
松
崎
寿
和
先
生
退
官

記
念
事
業
会
一
九
七
七
広
島
。
石
斧
再
論
森
貞
次
師
博
士
古
稀
記
念
古
文

化
論
集
一
九
八
二
福
岡
。
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「
漢
委
奴
国
王
」
金
印
と
志
賀
島
の
考
古
学
的
研

九
州
考
古
学
1

一
九
五
七

福
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